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新船首形状 Ax-Bow 

Ax-Bow : A New Energy Saving Bow Shape at Sea 
 
 
 
1. はじめに 
 近年，船舶の省エネ化は著しく進展しており，必要な

エンジン馬力も小さくなってきている。ところがエンジ

ン馬力が小さくなったため，波浪が常時存在する実際の

海象を走るときには，従来の高馬力の船に比べて船速低

下が大きくなっているとの指摘が運航者から聞かれるよ

うになってきた。このような顧客の指摘に応えて，より

良い船を提供すべく数年前から波浪中の抵抗がより少な

い船型の開発に着手した。数年に渡る研究開発および設

計検討の結果，新しい船首形状 Ax-Bow（アックス･バウ）

の実用化に成功した。この Ax-Bow を始めて採用した

17 万重量トン型撤積み貨物船｢KOHYOHSAN｣が 2000 年

6 月に竣工した（写真 1）。本船要目は，87,493 総トン，

172,564 重量トン，全長 289.0 メートル，幅 45.0 メートル，

パナマ船籍である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1 17 万重量トン型撤積み貨物船 ｢KOHYOHSAN｣ 

 
2. 概要 
 一般に船舶が波浪中を航行すると入射波が船首で反射

あるいは波崩れを起こし抵抗が増加する。特にタンカー

や撤積み貨物船のような肥大船では，船首の肥大度が大

きいため船首前方への反射波成分が多くなる。前方への

反射波成分が多いと後方への反力（抵抗）が大きくなる。

（図 1 の上図）この現象によって，肥大船では痩せた船

に比べて，波浪中抵抗増加が大きくなる。ある馬力で航

行しようとしたとき，平水中（波のない海象状態）に比

べ波浪中では船速が低下する。特にエンジン馬力が小さ

く，また肥大船のような波浪中抵抗増加の大きな船では

船速低下が大きくなることが予想される。この肥大船に

おける波浪中の船速低下を小さくするためには，波浪中

抵抗増加を少なくする必要がある。 
 肥大船の波浪中抵抗増加を少なくするためには船首の

肥大度を小さくすれば良い。船首形状を変化させた予備

的な模型試験の結果，波浪中を航行した際に盛り上がっ

た波面が波崩れを起こす，喫水線よりも上方の船首部分

を前方に尖らせれば効果の大きいことが判明した。この

部分の水線面形状を前方に尖らせることによって，反射

した波が前方ではなく左右に排除され，後方に働く抵抗

成分が減少する（図 1 の下図）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 Ax-Bow 原理 
 




